
 

「私はどうあるべきだろう…」と考えてみました。 

 ４・５年生の算数では、私は主に算数の苦手な児童を担当しています。「彼らには個別

指導を多くすれば、彼らはもっとできるようになる」と確信をもっています 

 前任校３年目（令和５年度）、私は４年生を担任していました。算数が極端に苦手とい

う児童が数人いました。宿題をやらない・授業でも演習問題を「こっそり」やらない…

ますます苦手になりやらなくなる「負のサイクル」に陥っていました。 

 そこで私が考えたのは、「私の目の前でやらせる」ということでした…といっても罰を

与えたり怒ったりするのでなく、「一緒にやろう」という、「ほんわか」とした感じです。 

「A さん、ここ間違っていたよ。こっち来て一緒にやろう…ここはこうして、…そうそ

う…（と言いながら他の子の分の丸付けを同時進行。B さんの丸付けが終わり）B さん

おしい！あとここだけ直そう。いらっしゃい…ここ直してね（A さんに向けて）A さん

できた？そうそう。よく頑張ったね。おしまい。ドリル（※直接記入式）は先生に預け

てね…（再びB さんに）できた？…正解！じゃあ終わりね…」（以後、C さん、D さん

と続く）※文にするととてもせわしい感じがしますが、実際その通りでした。 

他にも、計算ドリルを全員分集めて進度と理解度を確認し、不十分なところがあれば

「E さん、計算ドリル出てないよ～一緒にやるよ～…F さんもいい～？…（以下前述の

ようにせわしく進む）」とすき間時間に呼んでは目の前で…とやっていました。私の机に

２～３人、近くの空いている机に２～３人…はたから見ると「？」という感じでした。 

ここで取り上げた A さん、B さん、C さん…。みんなかなりできるようになりまし

た。九九を覚えられず算数から逃げていたE さん（この子は２年間受け持った）も、か

け算・わり算のひっ算を正しく（しかも自分から）行うようになりました。 

 

この時の私はどういう存在だったのかな…と考えてみました。忘れた・怠けたとして

も、それをとがめるのでなく「できていないから一緒にやろう」と呼ぶ。そして「そう

そう…ここはこうやって…」と助言し、「できたね！」と（ともに）喜ぶ… 

これからも私は、こんな感じの「伴走者」でありたいなあ…と思いました。 

算数担当が、算数を教えつつ、いろいろなこと

を考えてみました。 
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